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第 23 回 生命科学シンポジウム開催報告 

 

令和 6 年 6 ⽉ 21 ⽇（⾦）、22 ⽇（⼟）に、駒場キャンパス I 21KOMCEE において、第 23 回東京⼤学

⽣命科学シンポジウムが開催されました。 

 

  今回のシンポジウムでも、第 20 回、第 21 回、22 回に

引き続き、オンライン配信講義の「⾼校⽣と⼤学⽣のため

の⾦曜特別講座」とコラボレーションを⾏いました。シン

ポジウムは、6 ⽉ 21 ⽇（⾦）の 17 時半より、このコラボ

レーションから開始し、「ウイルスと⼈とワクチンと −

コロナ・⿇疹など−」という講演タイトルで⽵⽥誠教授

(医学系研究科)がご講演されました。 

 

翌 6 ⽉ 22 ⽇(⼟)は朝 9 時から、齋藤延⼈副学⻑の開会の挨拶で始まり、11

名の若⼿研究者による⼝頭発表(若⼿ワークショップ)、213 題のポスター発

表、4 名の先⽣⽅による最先端の研究成果のご講演、そして懇談会が⾏われま

した。本シンポジウムは、東京⼤学の学⽣を含む⽣命科学に関わる研究者同⼠

の交流を⽬的とするのみでなく、⼀般の⽅にも東京⼤学で⾏われている研究

の成果や内容を発信し、広く⼀般社会に⽣命科学への関⼼を持っていただけ

るよう啓発活動にも努めています。今回のシンポジウムでは学内外の学⽣・研

究者・⼀般の⽅をあわせておよそ 2 ⽇間で計 400 名の参加があり、盛況なも

のとなりました。また、16 の企業・団体から広告協賛をいただきました。 

 

 今回、若⼿ワークショップには 32 ⼈と実⾏委員の予想を遥かに超える⼈

数の応募が殺到しました。少しでも多くの⽅に発表していただきたいと思い、

当初 8⼈としていた発表者数を急遽 11 ⼈といたしました。 

 

ポスター発表は、今年は、KOMCEE East 2階の 3 教室のみとしてコンパ

クトな会場としましたが、活発なディスカッションが⾄るところで⾏われて

おりました。また、今年初めての試みとして、企業ポスターコーナーを設け

ましたが、こちらも就職活動中の学⽣さんなどに⼤変好評だったようです。 

 

来年度も引き続き第 24 回東京⼤学⽣命科学シンポジウムを開催する予定ですのでみなさまの積極的

なご参加をお待ちしております。 

⾦曜講座 講師 ⽵⽥ 誠 教授    司会 新井 宗仁教授 

齋藤 延⼈ 理事・副学⻑ 

会場の様⼦ 

ポスター会場の様⼦ 
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最後に、広告協賛いただいた企業・団体の⽅々、ご講演いただいた講演者の先⽣⽅、座⻑の先⽣⽅、ポ

スター審査員の先⽣⽅、シンポジウムの開催にご協⼒いただいたスタッフ、学⽣スタッフのみなさまに

深く感謝いたします。 

 

 
実⾏委員⻑ ⻄増 弘志 教授   実⾏副委員⻑ 岡崎 拓 教授       ネットワーク⻑ ⽩髭 克彦 教授 

 

 

若⼿ワークショップ: 6 ⽉ 22 ⽇(⼟) 9:05 ~ 11:25 
 
⾕⽥部 浩⾏ (⼯学系研究科) 

Development of ultra-sensitive-MRI probes for tumor diagnostic applications based on in vivo detection of 

enzymatic activities. 

⽣体内酵素活性検出に基づくがん診断応⽤を⽬指した超⾼感度-MRI分⼦プローブの開発 

 

庄 皓桐 (新領域創成科学研究科 /定量⽣命科学研究所) 

細胞由来のヒストンバリアントH2A.Xを含むヌクレオソームの構造解析 

 

岡⽥ 寛之 (医学系研究科) 

Advancing single cell technology: Living subcellular sequencing clarified the mystery of multinucleation in 

osteoclast 

シングルセルを超える 1 ⽣細胞内シーケンスが解き明かす多核細胞の謎 

 

杉野 政仁 (医学系研究科） 

Elucidation of the molecular basis of high-grade gastrointestinal cancers 
⾼悪性度消化器癌における分⼦基盤の解明 

 

Ni Liyang (農学⽣命科学研究科) 

Selective autophagy is involved in statin-induced myopathy 
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北⻄ 祐貴 (薬学系研究科) 

Neuronal activity dependent changes in heterochromatin during memory formation 
神経活動依存的なヘテロクロマチン構造変化による記憶形成機序 

 

中村 航規 (⼯学系研究科) 

PDZD8-FKBP8 tethering complex at ER-mitochondria contact sites regulates mitochondrial complexity 

 

平 雄介 (薬学系研究科) 

カスパーゼは形質膜で先⽴って活性化し、アポトーシス細胞の貪⾷を促進する 

 

⼋尾 晃史 (理学系研究科) 

海産⿂類トラギスの性転換と両性⽣殖腺形成機構 

 

⽟川 克典 (⼤気海洋研究所) 

Evolutionary changes of non-coding elements associated with transition of sexual mode in Caenorhabditis 

nematodes 

線⾍の⽣殖システム転換に関与した⾮コード領域のゲノム⽐較解析 

 

李 思涵 (医科学研究所) 

翻訳中リボソームの振る舞いがリボソームサブユニットの寿命を制御する 

 

 

ポスターセッション: 6 ⽉ 22 ⽇(⼟) 11:30 ~ 15:00 
 
- 213 演題 (学⽣・研究員・教員) 

- 企業ポスター 7 社の出展 

株式会社 アスカコーポレーション 

アステラス製薬 株式会社 

エーザイ 株式会社 

カールツァイス 株式会社 

CytoGen Japan 

先端モデル動物⽀援プラットフォーム 

中外製薬 株式会社 

 

 



 4 

講演: 6 ⽉ 22 ⽇(⼟) 15:15 ~ 17:15 

 

 

佐藤 克⽂ 教授  

(東京⼤学⼤気海洋研究所) 

「バイオロギングで実現する⼈と海洋⽣物の共⽣社会」 

 

 

 

 

⼤杉 美穂 教授  

(東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科 / 東京⼤学⼤学院理学系研究科)  

「哺乳類の受精卵形成過程に潜む失敗リスクと回避策」 

 

 

 

 

武藤 ⾹織 教授  

(東京⼤学医科学研究所) 

「⽣命科学をとりまく ELSI（倫理的・法的・社会的課題）」 

 

 

 

 

川嶋 健嗣 教授  

(東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科)  

「⼿術⽀援ロボットの知能化に向けて」 
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ポスター賞受賞者 (26 名) 
 
ポスター賞は、205演題 (学⽣・研究員)の中から 26 名の⽅が選ばれました。 

 

受賞者  所属 

⼋廣 遥⽃  理学系研究科 

横尾 尚典  ⼯学系研究科 

海⽼根 修平 医科学研究所 

⾕⽥部 浩⾏ ⼯学系研究科 

野崎 多実⼦ 薬学系研究科 

⻄村 ⽅博  理学系研究科 

塩井 琢郎  理学系研究科 

澤⽥ 和宏  理学系研究科 

秋⼭ 奈穂  ⼯学系研究科 

⽶⼭ 幹太  ⼯学系研究科 

何 承翰  定量⽣命科学研究所 

栗林 嶺⾄  医学系研究科（付属病院） 

井藤 郁弥  定量⽣命科学研究所 

杉野 政仁  医学系研究科（付属病院） 

和⽥ ⼀成  定量⽣命科学研究所 

杜 ⽻丹  ⼯学系研究科 

⻑⽥ 侑  定量⽣命科学研究所 

吉本 愛梨  薬学系研究科 

花本 渉  ⽣産技術研究所 

⾕本 翔汰  理学系研究科 

⼭根 ⼤典  薬学系研究科 

中村 航規  ⼯学系研究科 

平 雄介  薬学系研究科 

奥⽥ 祥太郎 薬学系研究科 

福島 剛  医科学研究所 

廣⽥ 主樹  理学系研究科 

 

 

 

 

表彰式の様⼦ 
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主催 
 
東京⼤学⽣命科学ネットワーク 

 

共催 
 
東京⼤学 

東京⼤学⽣命科学技術国財卓越⼤学院プログラム 

⾼校⽣と⼤学⽣のための⾦曜特別講座 

 

広告協賛 (五⼗⾳順) 
 
株式会社 アスカコーポレーション 

アステラス製薬 株式会社 

エーザイ 株式会社 

カールツァイス 株式会社 

CytoGen Japan 

先端モデル動物⽀援プラットフォーム 

株式会社 ⾼⻑ 

中外製薬 株式会社 

株式会社 東京⼤学エッジキャピタルパートーナーズ 

東京⼤学薬学系研究科附属創薬機構 

株式会社 トミー精⼯ 

ナカライテスク 株式会社 

浜松ホトニクス 株式会社 

ベックマン・コールター 株式会社 

株式会社 ⽺⼟社 

株式会社 薬研社 


